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大阪府生協連　2015年度第 2回理事会開催報告

○開○催○概○要
Ⅰ．日　　時 2015年10月15日㈭　15時～17時
Ⅱ．場　　所 大阪府社会福祉会館　 5階503
Ⅲ．出 席 者 
（会 長 理 事） 惣宇利
（副会長理事） 柴橋、藤井
（専 務 理 事） 中村
（常 任 理 事） 江口、北川、木田、中谷（16時

5 分　報告事項 2 まで出席）、
羽多野、安本

（理　　　事） 青松（15時 7 分　審議事項 1よ
り出席）、入船、大内、奥、清水
（16時33分　報告事項 9 まで出
席）、武田、西村、間（16時 5 分　
報告事項 2 まで出席）、洞井、
前川、松本、森本、矢田部

（監　　　事） 岡田
以上、理事総数25名中23名出席、監事総数 3名
中 1名出席
（欠 席 理 事） 森本常任、勝山
（欠 席 監 事） 松岡特定、吉川

Ⅳ．議　　長 惣宇利会長理事
Ⅴ．議事の経過と要領との結果

　定刻になり、惣宇利会長理事が議長として、理事
総数の過半数以上の出席をみたので、理事会の議決
要件を充足した旨を告げ、開会を宣し議事を進行し
た。

○審○議○事○項
1 　安全保障法案採決に係る意見提出の件

　小山事務局長より、国会における安全保障関連法
案の参議院本会議での採決・成立を受け、安全保障
関連法に反対し、同法の廃止を求める意見書を大阪
府生活協同組合連合会理事会名で安倍総理大臣に送
付する旨提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

2 　個人番号及び特定個人情報取扱規定の新設
の件

　小山事務局長より、マイナンバー法の施行を受け、

個人番号等の取扱いに関して、「個人番号及び特定個
人情報取扱規定」を新設する旨提案がされた。
　討議の結果、今回の「個人番号及び特定個人情報
取扱規定（案）」については一旦差し戻しとし、次回
理事会で、あらたに「個人情報保護規定」と、「個人
番号及び特定個人情報取扱規定」の新設について審
議することが、全員異議なく承認された。
　なお、藤井副会長理事より「個人番号及び特定個
人情報取扱規定（案）の修正について、個人情報保
護規定の新設について」、間理事より「大阪府生協連
におけるマイナンバーの取扱いに関して」意見が出
された。

3 　大阪府生協連2015年度上半期決算報告の件

　中村専務理事より、大阪府生協連の2015年度上半
期決算状況について報告がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

4 　2016年新年講演会開催企画の件

　小山事務局長より、2016年新年講演会の開催企画
について、提案がされた。
　討議の結果、出された意見を踏まえ、提案から事
例の紹介等を加えることも検討することが全員異議
なく承認された。
　なお、藤井副会長理事より、「講演に関連する事例
等の報告について」意見が出された。
［日　　時］ 2016年 1 月21日㈭
 13時30分～16時
 終了後、懇親交流会
［場　　所］ 天王寺都ホテル　
［開催規模］ 会員生協役職員150名
［テ ー マ］ 『高齢化社会における生協の役

割とは』（仮題）
［開催趣旨］

　昨年の出生数は記録の残る明治32年以降で
最小の100万1000人となりました。人口の自然
減は過去最大の26万8000人と、人口減少、高
齢化は一層すすむ状況です。
　2050年には総人口は9,708万人と 1 億人を
割り込み、 3人に一人が70歳以上の超高齢化
社会となり、ひとり世帯が 4割を占める単身
社会となると想定されています。
　超高齢・少子・人口減少・単身社会の中で、
どのような地域コミュニティが必要となるの
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か、その中で生協はどのような役割を果たす
ことができるのか。公益財団法人生協総合研
究所の二〇五〇研究会の提言から考えます。

［開催要領］

13：00　　受付・開場
13：30　　開会
　　　　　新年の挨拶　惣宇利会長理事
13：50　　講演

「2050年　超高齢化社会のコミュ
ニティ構想」
京都大学経営管理大学院教授
京都大学大学院経済学研究科教授
生協総研　二〇五〇研究会　座長
若林　靖永　様

15：20　　休憩
15：30　　質疑応答
16：00　　閉会
　　　　　懇親交流会
18：00　　懇親交流会終了予定

5 　給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負
担の軽減を求める署名への協力の件

　中村専務理事より、大阪労働者福祉協議会からの
要請を受け、「給付型奨学金制度の導入・拡充と教育
費負担の軽減を求める署名」について、会員生協に
協力を呼びかける旨提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。
　なお、江口常任理事から「奨学金の状況等につい
て」補足報告がされた。

○報○告○事○項
大阪府生協連

1 　吹田市高齢者生活支援体制整備協議会準備
会への委員の推薦について

　吹田市より同市が今年度から新たに設置する
「吹田市高齢者生活支援体制協議会準備会」への
委員の推薦について要請があり、大阪よどがわ市
民生協に推薦依頼をし、同生協から回答を受け、
以下、吹田市に推薦しました。
　大阪よどがわ市民生活協同組合
 　　組織部長　上垣　史子さん

2 　大阪市廃棄物減量等推進審議会への委員の
推薦について

　大阪市より「大阪市廃棄物減量等推進審議会」

の委員改選にあたり引き続き委員の推薦について
要請があり、この間、委員を選出いただいている、
おおさかパルコープに推薦依頼をし、同生協から
の回答を受け、以下、大阪市に推薦しました。
　　生活協同組合おおさかパルコープ理事
 　足立　美恵子さん

3 　分野別会議開催日程について

　分野別会議の開催日程について、各会員生協へ
の日程調整を踏まえ、最も出席条件のよい、以下
の日程で開催します。

地域生協
12月16日㈬　14時30分～17時
大阪府社会福祉会館

医療生協
11月30日㈪　14時30分～17時
大阪府社会福祉会館

大学生協
12月 9 日㈬　14時30分～17時
開催場所調整

職域・共済生協
11月18日㈬　15時～17時
大阪府社会福祉会館

※会議終了後に懇親交流会を行います。

4 　夏休み文化企画開催報告

⑴　夏休み文楽鑑賞のつどいまとめ

1）開催概要

［日　　時］ 2015年 7 月24日㈮　開演11時　
終演13時20分

［会　　場］ 国立文楽劇場
［後　　援］ 大阪府
［開催要領］ 9 ：45　正面入口・ 2階開場

10：15　幕開三番叟
10：20　開演アナウンス
　　　　主催者挨拶
10：30　ふしぎな豆の木
11：30　休憩①
11：55
 解説・ぶんらくってなあに
12：10　休憩②
12：20　東海道地中膝栗毛
13：23　終演
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2 ）申込・当選結果・来場結果

• 12生協から1,820人の申し込みがありました。昨
年実績（12生協1,252人）より568人増加しました。
• 今年度の席数は731席、内、震災避難者ご招待分
の30席を除き、当選者数を701人としました。
• 60人以下の申込生協は100％当選、コープこうべ
は事前の確認の通り95人固定とし、その他調整
の上、各生協の当選数を確定いたしました。
• 落選された1,119人名には「割引券」を配布いた
しました。
• 当選者の中で、車椅子席の利用希望が 1席あり、
通常座席が 1席空席となったため、震災避難者
のご招待を定員 1名上回る31人受付しました。
• 703人来場。来場率は96.0％。

3 ）割引券使用状況

• 割引券は1,126枚発行し328人が利用されまし
た。使用率は29.1％。

4 ）収支

• 支出計は2,486,010円と、昨年より76,170円増
加しました。内訳では、公演料が席数の増加（20
席）により48,000円の増加、チラシ作成費が枚
数増加と請求形態の変更により97,509円増加、
割引券作成費が枚数増加により14,040円増加、
割引券府連負担が請求形態の変更によりマイナ

ス84,500円、当日配布プログラム作成費が621円
の増加となっています。
• 収入見はチケット販売収入が 702席分で
1,333,800円と昨年より30,400円増加。以上によ
り府連負担は1,152,210円で昨年より、45,770円
増加しました。
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⑵　夏休みファミリーコンサートのまとめ

1）開催概要

［日　　時］ 2015年 7 月26日㈰
 開演11時（14時30分）
 終演13時（16時30分）
［会　　場］ NHK大阪ホール
［後　　援］ 大阪府
［開催内容］

10：00（13：30）　開場
11：00（14：30）　開演　主催者挨拶
○オープニング
歌劇「ウィリアム・テル」序曲
スイス軍の行進

○楽器紹介
○クラシックの名曲①

ツィゴイネルワイゼン
（休憩）

○オーケストラでスウィング・ジャズ！
シング・シング・シング
○みんなが好きな映画とアニメの曲
アナと雪の女王よりLet it Go
妖怪ウォッチよりようかい体操第一
○みんなで歌おう！
花は咲く
○クラシックの名曲②
交響詩「フィンランディア」
○アンコール
ラデッキー行進曲

13：00（16：30）　終演

2 ）申込・当選・来場結果

• 12生協から3,392人の申し込みがありました。昨
年実績（13生協2,612人）より、申込生協は 1生
協減ですが、人数は780人増加し、午前・午後と
もに 5年ぶりに抽選となりました。
• 100名未満の生協を全員当選とし、その他の生協

で調整し、午前・午後で各1,370人を当選としま
した。
• 震災避難者ご招待は、各30名定員で受付、午前
の部で28人、午後の部で30人受付しました。
• 来場者2,740人　来場率97.2％
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3 ）収支

［出 席 者］ 13生協・消費者団体・講師58名
※なにわの消費者団体と共催

［内　　容］

「正しく知ろうよ！健康食品～かしこい消費者
になるために～」
と題して、武庫川女子大学生活環境学部食物
栄養学科　食品衛生学研究室　教授　松浦様
より健康食品、 4月より取扱い開始した機能
性表示食品について、薬学博士の立場からも
詳しく説明していただき、質疑応答によりい
わゆる健康食品には安全性や有効性に関する
情報がないことなどを学習しました。

6 　社会福祉問題研修会開催報告

［日　　時］ 2015年 7 月31日㈮
 10時～12時30分
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 3階301
［参　　加］ 16会員、日本生協連、府連55名

い ず み 12名 よどがわ 6名 エスコープ 2名
パルコープ 2名 こ う べ 9名 自 然 派 3名
生活クラブ 5名 きづがわ 2名 かわち野 2名
北大阪医 1名 ヘ ル ス 2名 阪 南 医 療 1 名
福島医療 1名 府 大 1名 全 労 済 1 名
阪神事業連 1 名 講 師 1名 府 連 3名

合 計 55名

［開催内容］

開会挨拶　　惣宇利会長理事

• 支出計は9,586,827円と昨年より102,655円増加
しました。内訳はNHKホールの使用料が土日
価格により83,403円増加、チラシおよびプログ
ラム作成費は印刷枚数増により、チラシ29,160
円、プログラム1,080円増加、花束は例年より 1
名増により3,500円増加、配券業務費が単価増と
残業により12,852円増加、センチュリー出演料
はソリスト、エキストラの出演料は増加しまし
たが著作権使用料の減少でトータル▲27,340円。
• 収入は、チケット販売収入見込が6,306,600円。
府連負担金は3,280,227円となり、昨年より
180,245円減少となりました。

5 　組織活動委員会企画「食の安全安心連続セ
ミナー」開催報告

〇第 1回目

［日　　時］ 2015年 7 月28日㈫
 10時～12時30分
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階403
［出 席 者］ 7 生協・講師37名　
［内　　容］

　「第 2 期大阪府食の安全安心推進計画」の
内容を大阪府健康医療部　食の安全推進課 
安全推進グループ主査　木元様よりご説明し
ていただき、質疑応答を行った。

〇第 2回目

［日　　時］ 2015年 9 月10日㈭　13時～15時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階401
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講　　演
「地域包括ケアにむけた地域づくりとは」
関西大学 人間健康部 教授 黒田 研二 様

質疑応答
閉　　会

7 　理事・監事研修会開催報告

〇第 1回

［日　　時］ 2015年 8 月 5 日㈭
 10時～12時30分
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 3階301
［出　　席］ 17会員、講師、大阪府、府連　

合計62名

い ず み 12名 よどがわ 6名 パルコープ 8名
自 然 派 9名 生活クラブ 1名 かわち野　4名
北大阪医療 5名 けいはん 1名 南大阪医 1名
よどがわ保 4名 大 経 大 1名 市 立 大 1名
近 大 1名 桃山学院 1名 日鉄住金大阪 1 名
市民共済 1名 阪神事業連 1 名 大 阪 府 1名
講 師 1名 府 連 2名 合 計 62名

［内　　容］

⑴　開会
⑵ 　大阪府からの挨拶・生協検査における指
摘事項
男女参画・府民協働課　府民協働グループ
 副主査　　馬本　正徳さん

⑶　学習
『生協における役員の職務・責任』
日本生活協同組合連合会　総合運営本部
 法規会計支援部長　宮部　好広さん

⑷　質疑応答
〇第 2回

［日　　時］ 2015年10月 9 日㈭
 10時～15時10分
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階401
［出　　席］ 22会員、講師、府連　合計84名

い ず み 15名 よどがわ 12名 エスコープ 2名
パルコープ 15名 こ う べ 5名 自 然 派　　4名
生活クラブ 3名 きづがわ 2名 かわち野 1名
北大阪医療 5名 けいはん 1名 ヘ ル ス 1名
な に わ 1名 南 大 阪 1名 よどがわ保 4名
市 立 大 1名 電 通 大 1名 大阪学校 1名
日鉄住金大阪 1 名 市民共済 2名 全大阪労済 1名
阪神事業連 1名 講 師 1名 府 連 3名

合 計 84名

［内　　容］ 
⑴　開会・挨拶　会長理事　　惣宇利紀男

⑵　講義
『経営分析の基礎』
日本生活協同組合連合会　総合運営本部
 法規会計支援部　横田　和彦さん
⑶　グループに分かれケーススタディ

8 　お盆里帰りバス開催報告

［日　　程］

往路　2015年 8 月12日㈬～13日㈭
復路　　　　 8月16日㈰～17日㈪

［参　　加］

近畿圏内で避難生活をされている方
 　25世帯53名
ボランティア 8名、事務局 2名

［参 加 費］ 無料
［内　　容］

8 ／12㈬　夜　大阪駅前出発
8／13㈭　朝　各地着
　　　　　 1号車： 7：00郡山駅（福島県）
　　　　　　　　　 9：45仙台駅（宮城県）
　　　　　 2号車： 5：00東京駅
　　　　　　　　　 8：00いわき駅（福島県）
8／16㈰　夜　各地発
　　　　　 1号車：18：27仙台駅
　　　　　　　　　21：03郡山駅
　　　　　 2号車：18：31いわき駅
　　　　　　　　　21：20東京駅
8／17㈪　朝　大阪駅着
　　　　　 1号車： 7：05
　　　　　 2号車： 5：00
※ ボランティアと事務局は、 8／13～ 8 ／16
の期間、被災者との交流や語り部さんの案
内により被災地視察を実施。
岩手県：陸前高田市、大船渡市
宮城県： 南三陸町、山元町、亘理町、名取

市閖上地区

9 　コヨット！inおおさか2015夏開催

［日　　程］ 2015年 8 月18日㈫～ 8月21日㈮
［参　　加］

福島県在住の小学生20名
〈性別・学年別〉
女子　10名（ 4年 2名、5年 3名、6年 5名）
男子　10名（ 4年 2名、5年 4名、6年 4名）
学生スタッフ　16名
大阪大学 4名、大阪教育大学 4名、近畿大
学 6名、関学 2名
事務局 2名

［参 加 費］ 10,000円
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［内　　容］

8 ／18㈫
　朝　福島県郡山市出発（大型バス 1台）

　　　　夜　ホテルアイ・アイ・ランド（四条畷市）
着
ウェルカム・バーベキュー夕食会

　 8／19㈬
　午前　近畿車輛株式会社（東大阪市）で電

車製造工場の見学
　お昼　近畿大学東大阪キャンパス内「近大

生協カフェテリア・ノーベンバー」
でたこ焼きパーティ
運営： 組織活動委員生協（いずみ・

よどがわ・パルコープ・こう
べ・生活クラブ・きづがわ・
全労済）

機材： パルコープ
食材： 近大生協

　午後　カフェテリア・ノーベンバーで大学
対抗レクレーション大会

8／20㈭
終日　ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
夜　　新日鐵住金製鋼所で夕食と入浴
　　　協力・おみやげ提供：日鉄住金大阪
　　　大阪発
8／21㈮　
朝　　福島県郡山市到着・解散

10　介護保険制度改定に関する堺市との懇談会
開催報告

［日　　時］ 2015年 8 月26日㈬
 10時～11時30分
［場　　所］ 堺市役所
［出　　席］

〈堺市〉
健康福祉局　長寿社会部　高齢施策推進課
 道家　　祥さん
 永吉　昌彦さん
堺市社会福祉協議会
 包括支援センター統括課　下田　丈太さん

〈生協〉
松本・青松（いずみ）、妙中（エスコープ）、
松野・寿福（北野田）、中村・小山（府連）

［議　　題］

⑴ 　各生協から事業・組織の概要、生活支援
サービスの取り組みの紹介
⑵　堺市の現状と新総合事業について
⑶　意見交換

11　各委員会報告

⑴　第 1・ 2回大規模災害対策協議会

〇第 1回

［日　　時］ 2015年 7 月22日㈬
 14時30分～17時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］ 加藤（よどがわ）、岸田（エスコ

ープ）、宮内（パルコープ）、新元
（自然派）、安本・中村・小山（府
連） 以上 7名

［議　　題］

⑴ 　大阪府生協連のこの間の取り組みについ
て
⑵ 　大規模災害対策協議会の2015年度の取り
組みについて
⑶ 　各生協の防災・減災の取り組みについて
交流

［議事結果］

⑴ 　大阪府と締結する「災害時における応急
物資供給等に関する協定書」および「協定
の運用」等、行政との連携について、また
大阪府生協連の2014年度の取り組みについ
て報告がされた。
⑵ 　今年度の協議会のすすめ方について討議
した。なお、例年参加している大阪府の防
災訓練について、今年度は展示啓発コーナ
ーを設置しない為、参加できない旨報告が
あり確認された。
• 府との定期協議の実施（第 4回協議会と
同日開催で調整）
• 緊急連絡先一覧の更新
• 学習企画の実施
• 緊急時通行車両の一覧表の整備
• 緊急時通行車両事前届出車両の棚卸を実
施する。

〈協議会開催日程〉
• 第 2 回；9／15㈫、第 3回；11／12㈭、
第 4回； 2／18㈭

⑶ 　各生協の震災被災地支援活動、災害対
策、防災・減災の取り組み等について報告
交流した

〇第 2回

［日　　時］ 2015年 9 月15日㈫　15時～17時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］ 本多（いずみ）、加藤（よどが

わ）、岸田（エスコープ）、松原
（パルコープ）、五嶋・寺尾（こ
うべ）、新元（自然派）、木田（全
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労済）、一樋（阪神事業連合）、
増永（関西地連）、植松（コープ
きんき）、中谷・中村・小山（府
連） 以上14名

［議　　題］

⑴ 　台風18号による被害状況等について
⑵ 　近畿版広域地震対応マニュアル策定と大
阪府生協連の課題について

⑶ 　医療生協対象BCP策定セミナー開催につ
いて

⑷ 　各生協の取り組み交流
⑸ 　その他

［議事結果］

⑴ 　台風18号による被害状況および現地生協
の活動、全国生協の支援状況等に関する情
報について共有した。

⑵ 　日本生協連が、2012年度に策定した「全
国生協BCP」に基づき、各地域で起こりえ
る広域災害を想定し、各組織の役割や組織
間の連携の基本ルールを定める為、近畿版
広域地震対応マニュアル（南海トラフ巨大
地震想定）策定の取り組みについて報告が
された。

⑶ 　日本生協連と共同して、医療生協対象の
BCPセミナーを10／19・20の二日間開催す
る旨報告がされた。

⑷ 　各生協の取り組みについて交流した。 
⑸ 　近畿版広域地震対応マニュアル策定で12
～ 2 月にかけてマニュアル検証訓練企画を
実施すること、医療生協対象のセミナーを
開催することから、2015年度については大
阪府連独自の学習・研修企画を実施しない
ことが確認された。

⑵　第 4回生協大会実行委員会

［日　　時］ 2015年 8 月25日㈫　10時～11時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］ 安嶋（いずみ）、近藤・中野（よ

どがわ）、浦（エスコープ）、中
村（パルコープ）、森畑（こう
べ）、海老根（自然派）、木村（き
づがわ）、小西（かわち野）、
志垣（全労済）、矢田部・中村・
小山（府連） 以上13名

［議事概要］

⑴　開催要領を協議した。
10：00　受付開始
10：30　開会
　　　　主催者挨拶
10：40　基調講演

「フードファディズムと食のジェン
ダー問題について（仮）」
群馬大学名誉教授
 高橋久仁子さん

11：55　会員生協報告（ 3生協から報告）
①コープ自然派ピュア大阪
② 医療生協（ヘルスコープおおさ
か）
③大学生協（調整中）

12：40　ホール企画終了
※ 引き続き、 1階に移動し、活動
展示コーナーで交流

14：00　終了（予定）
・ ホール企画は途中休憩は入れないのでア
ナウンス等でお知らせする。
・ 昼食を用意しないこと。展示企画で多少
の試食があることをお知らせする。

⑵ 　活動報告について当該生協から準備状況
について報告があった。
⑶ 　展示会場での試食と試供品の準備状況に
ついて報告があった。こうべと自然派から
はパンの試食を提供する旨の報告があり、
今後検討する生協の参考とした。府連から
は試供品としてラブコープキャンペーンの
「おしゃべりの種セットA」の準備を検討す
ることとした。
⑷ 　保育利用の子供への食事については、利
用する子供の人数とアレルギー情報等を踏
まえあらためて検討することを確認した。

⑶ 　第 6回文楽・コンサート実行委員会

［日　　時］ 2015年 8 月25日㈫　14時～16時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出　　席］ 問田（いずみ）、山田（よどが

わ）、伊藤（エスコープ）、中村
（パルコープ）、堀田（こうべ）、
中村（自然派）、浅井（生活クラ
ブ）、羽村・橋本（かわち野）、
中村・小山（府連） 以上11名

［議　　題］

⑴　夏休み文楽鑑賞のつどいまとめ
⑵ 　夏休みファミリーコンサートまとめ

［議事概要］

　各取り組み結果について報告があり感想・
意見交換した。
⑴ 　夏休み文楽鑑賞のつどい

• 子供は全体的におとなしく鑑賞したので
はないか。豆の木は大掛かりな舞台で引
き付けられた。解説を通して後半も楽し
めた。
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• 概ね良かった。三味線と太夫の声がかぶ
り聞きづらいところがあった。受注シス
テム上、予め当選人数を固定しているが
申し込みが多くなったときの対応が難し
い。
• アンケートで親子企画についての意見で
は大人だけでは申込にくいのではないか
と感じた。新作の豆の木は字幕がないよ
うだがあったほうがいいのではないか。
• 〆切り後に申し込み希望の人がいて対応
に苦慮した。
• 太夫の声があまり出ていなかったと思っ
た。イヤホンガイドは好評。
• 膝栗毛は子供には難しいとの意見がある
が、劇場としては新作で文楽に馴染んで
もらい本格的なものも鑑賞していただく
狙いがあると思う。昨年に落選の方が当
選と勘違いした事例があったので、今年
は当落をよりわかりやすくお知らせした。
• 最近の流行語も交えてよかった。
• 昨年と同じ開演時間で案内してしまった。
大きな混乱はなかったようだが気をつけ
たい。
• ホームスティを受け入れている外人に是
非見せたいと言う組合員がいた。当選す
るものと思っている人が割引券のことを
知らなかった。
• 上演中の飲食など観る側のマナー向上の
必要。

【意見を踏まえ次年度への申し送り】
• 新作でも字幕は入れるよう要請する。
• 観る側のマナーとして、文楽の楽しみ方
を知らせる工夫をする。

⑵　夏休みファミリーコンサート

• 妖怪体操第一では当初懸念した席を立っ
て踊る子もなくてよかった。歌が感動し
た。マナーへの意見もあり注意喚起が必
要では。
• 短く感じた。ソリストがよかった。子供
楽しめるコンサートなので多少の子供の
うるささは仕方がないことと理解してほ
しい。
• 構成がよかった。指揮者の司会もよかっ
た。花は咲くの合唱は感動した。ソリス
トの関係者の席があまりいいところでは
なく気になった。
• 自分達選んだ曲がとてもバランスが良か
った。子供のうるささについての意見は
許容範囲が人それぞれであると思った。

花束贈呈は子供への丁寧でわかりやすい
説明が必要と思った。
• とてもよかった。楽しかった。
• 演奏途中で拍手があったことへの意見が
あったが、楽団の人はそういうことにも
慣れていると思う。選曲がよかった。
• 子供のマナーに関する意見等、このコン
サートコンセプトが薄れていると思う。
来年はその部分を再度強調するのがいい
のでは。

【意見を踏まえて次年度への申し送り】
• 花束贈呈は大人の誘導者をつける。
• コンセプトの広報。

⑶　その他
• 次年度企画の実行委員会は今回同様に 1
月からスタートする。

⑷　第 2回ジェンダーフォーラム協議会

［日　　時］ 2015年 9 月24日㈭　14時～16時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館　 5階506
［出 席 者］ 青松・吉村・山本（いずみ）、

糸川（エスコープ）、永岡（パル
コープ）、岡本・森畑（こうべ）、
西浦（北大阪医療）、依岡（大阪
大学）、岡田（全労済）、惣宇利・
松本・小山（府連） 以上13名

［議事概要］

⑴ 　 8 月28日に成立した「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律」の概要に
ついて報告がされた。
⑵ 　先進事例等に関する協議会メンバー対象
の学習企画の具体化について協議した。協
議の結果、コープみらいさんが進められて
いる「女性職員活躍タスクフォースの取り
組み」についての学習を第一候補に調整す
ることが確認された。
⑶ 　学習講演会企画の具体化について協議し
た。協議の結果、性的マイノリティ（LGBT）
をテーマに学習することとし、講師につい
ては、LGBTの家族と友人をつなぐ会のし
ぎょうさんに依頼することが確認された。
⑷ 　おおさか男女共同参画プランの次期計画
（2016～2020）への意見提出に向け、先日内
閣府が公表した「第 4次男女共同参画基本
計画（素案）」と、大阪府の現行プランとの
対比について資料提供がされた。
⑸ 　会報への原稿執筆者について協議し、11
月号は吉村委員（いずみ）、12月号は森畑委
員（こうべ）が担当することが確認された。
⑹ 　第 3回協議会開催日程について、先進事
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例の学習を行うことから、以下の日程を候
補に、講師との調整で決定することが確認
された。
11月26日㈭、12月 2 日㈬、12月 7 日㈪

日本生協連、他生協等

12　日本生協連2015年度第 2回県連活動推進
会議参加報告

［日　　時］ 2015年10月 1 日㈭　
 16時10分～17時
［場　　所］ ホテル名古屋ガーデンパレス

5 F「松」
［出　　席］ 12府県連12名、日本生協連・関

西地連 6名、オブザーバー 4名
［議　　題］

《議題 1》
「全国課題の中で県連にかかわる事項につい
て」意見交換

《本部報告》
「労金との地域の災害対策に関する情報交
換」
労金協会との「緊急災害対策等に係る相互
連携協定（ 6／16締結）」に基づき、各ブロ
ックろうきんの災害対策の取り組みについ
ての情報交換

《地連報告》
大規模災害対策に関連した「関西広域連携
プログラム」の見直しについて

13　関西地連第 1・ 2回運営委員会参加報告

○第 1回

［日　　時］ 2015年 7 月23日㈭　13時～16時
［場　　所］ 新大阪江坂東急REIホテル　 3

階　ウッドルーム
［出　　席］ 運営委員32名、日本生協連・理

事監事12名、オブザーバー 1名
［議　　題］

■理事会報告【協議事項】《提案と質疑応答》
1．第13次全国生協中期計画の策定に向け
て

■理事会報告【報告事項】《報告と質疑応答》
《運営・組織関連》
3．一般活動報告
⑴ 　日本協同組合連絡協議会（JJC）委
員会・幹事会合同会議開催報告

⑵ 　2015年度第 1回事業種別連合会情報
交換会開催報告

4．日本生協連第65回通常総会開催報告

5．2015年度地連運営委員の承認について
6．新たな「食料・農業・農村基本計画」
への食料・農業問題検討委員会の意見
書の反映状況について

7．食料品の軽減税率など、消費税の逆進
性対策を求める要望書について

8．男女共同参画促進に関する第 4次中期
的行動課題の振り返りと第 5次中期的
行動計画の検討の進め方および「男女
共同参画（職員組織分野）検討委員会」
の設置について

9．長期エネルギー需給見通し（案）に関
する意見（パブリックコメント）につ
いて

10．関西電力による電気料金再値上げ問題
に関わる取り組み報告

11．電力システム改革に関わる要望書の提
出について

12．2015年介護保険報酬改定対応について
13．「ユニバーサル就労調査研究会」報告
14．「消費者の財産的被害の集団的な回復の
ための民事の裁判手の特例に関する法
律の施行に伴う政令（案）、内閣府令
（案）、ガイドライン（案）等」に対す
る意見の提出について

15．不招請勧誘規制の動向に関する情報提
供について

16．東日本大震災支援活動関連報告
⑴ 　生協による被災地支援活動について
（ 4月～ 5月）
⑵ 　2014年度「つながろうCO・OPアク
ションくらし応援募金」の追加送金に
ついて

17．ネパール全域の地震被害に対するお見
舞金の送金について

18．（一財）食品産業センターによる「食品
産業における取引慣行の実態調査報告
書」と協力要請について

19．2016年度の税制改正要望について
20．ICAの協同組合原則のガイダンスノー
トについて

21．2015年秋のテレビCMの実施について
■理事会報告【報告事項】《報告と質疑応答》
《全体概況報告》
1．日本生協連2015年 6 月度概況報告

《コープ共済連関連》
2．コープ共済連2015年事業の進捗状況報
告（ 6月度）

《管理関連》
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25.　役員の管掌変更と組織変更及び幹部人
事について 

《商品事業関連》
22．会員生協と日本生協連の連帯・共同化

の概況報告
23．2015年度社会貢献CO・OPP商品（寄

付付き商品）の進め方について
24．米国のトランス脂肪酸低減に関する措

置に関連しての情報提供について
■地連報告《報告と質疑応答》

○第 2回

［日　　時］ 2015年10月 1 日㈭　13時～16時
［場　　所］ ホテル名古屋ガーデンパレス

2 F「鼓」
［出　　席］ 運営委員30名、日本生協連・理

事監事11名、オブザーバー 4名
［議　　題］　

《全体概況報告》
1．日本生協連2015年 8 月度概況報告
（関連報告）関東・東北豪雨に係る被害状
況と対応について

《コープ共済連関連》
2．コープ共済連2015年事業の進捗状況報
告（ 8月度）

《管理関連》
21．地球クラブへの債務保証について
22．秋田県北生協清算手続きの進捗状況に
ついて

■理事会協議事項（報告と協議）
1．2020年ビジョン第 2期中期方針（第13
次全国生協中期計画）骨子案について
（関連報告）安全保障関連法案の成立を
受けて

《運営・組織関連》
3．一般活動報告
⑴ 　第 1 回県連活動推進会議（全国版）
開催報告

⑵ 　ピースアクションヒロシマ・ナガサ
キ開催報告

4．地連議長の承認について
5．2015年度全国生協組合員意識調査報告
書（速報版）について
6．子ども・被災者生活支援法基本方針の
改定に関わる意見公募に際しての意見書
の提出について
7．2016年全国政策討論集会の企画案につ
いて
8．2016年 3 生協連（日本生協連・コープ
共済連・医療福祉生協連）合同賀詞交歓

会の開催について
9．2015年度経営セミナー企画案について
10．2014年度生協の経営統計の概況報告
11．第 4回監事監査実態調査の実施につい
て
12．会員生協常勤監事の退任等に伴う委員
等の交代について
13．労働者福祉中央協議会「給付型奨学金
制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を
求める署名」への協力について
14．インターネット上での組合加入につい
て
15．「特定商取引法」「消費者契約法」改正
に向けての論議状況について
16．消費税の飲食料金 2％分還元制度「日
本型軽減税率制度（案）」について
17．生協による被災地支援活動について
（2015年 6 ～ 7 月）
18．2015年秋のテレビCM実施について

《商品事業関連》
19．米国・カナダ産牛肉および牛由来加工
品のCO・OP商品への使用について
20．CO・OP商品のブランド刷新の取り組
みの到達点について

■関西地連《報告事項》
1．組織整備事項について報告
2．近畿地区生協・行政合同会議開催報告
3．会議・学習会等開催報告
4．東海支所、関西第 1支所および第 2支
所の供給実績について

14　第27回近畿地区生協・行政合同会議参加報
告

［日　　時］ 2015年 8 月31日㈪
 13時30分～17時
［場　　所］ 御所西　京都平安ホテル
［出　　席］

【特別報告】 （敬称略）
社会福祉法人　協同福祉会
 理事長　村城　　正
【行政・他】
厚生労働省　社会・援護局　地域福祉課
　消費生活協同組合業務室長 佐藤　　潤
京都府　府民生活部長 西川　定彦
消費生活安全センター長 福田　伸也
消費生活安全センター副課長 藤沢　智美
消費生活安全センター副主査 佐竹　由行
食の安心・安全推進課副課長 津田　義郎
福井県　安全環境部　県民安全課主事
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 　　　　友重　香織
滋賀県　総合政策部県民活動生活課副主幹
 　　山崎　伸子
奈良県　くらし創造部消費生活安全課主幹
 　　青山　明彦
くらし創造部消費生活安全課主事
 井阪　素也
和歌山県環境生活部県民局県民生活課副課長
 　金谷　康一
兵庫県　企画県民部　消費生活課主幹
 　　　　石田　千春
大阪府　府民文化部男女参画・府民協働課長
 　長澤　研一
府民協働グループ副主査 馬本　正徳
大阪市社会福祉協議会
　大阪市ボランティア・市民活動センター
 　濵辺　隆之
【生協・他】
日本生協連　渉外広報本部渉外部長
 松本　圭司
　　　　　　関西地連事務局長 辻　　祥行
京都府生協連　会長理事 上掛　利博
　　　　　　　副会長理事 畑　　忠男
　　　　　　　専務理事 高取　　淳
　　　　　　　事務局長 酒向　治生
　　　　　　　事務局担当 川端　浩子
　　　　　　　事務局担当 岡本　朋子
福井県生協連　会長理事 竹生　正人
　　　　　　　専務理事 樫尾智恵子
滋賀県生協連　専務理事 西山　　実
　　　　　　　事務局長 藤田　　豊
奈良県生協連　専務理事 辻　　由子
　　　　　　　　事務局長 新田　和夫
和歌山県生協連　会長理事 上田欣士郎
　　　　　　　　事務局長 藤井　延子
兵庫県生協連　会長理事 本田　英一
　　　　　　　専務理事 野間　　誠
　　　　　　　事務局次長 三輪　　薫
消費者支援機構関西　常任理事 二之宮義人
　　　　　　　　　　事務局長 西島　秀向
京都消費者契約ネットワーク
　　　　　　　事務局長 長野　浩三
　　　　　　　事務局 伊吹　健人
大阪府生協連　副会長理事 藤井　克裕
　　　　　　　専務理事 中村　夏美
　　　　　　　事務局長 小山　正人
 計44名

［議　　題］

⑴　挨拶
近畿地区生協府県連協議会代表
　兵庫県生協連会長理事 本田　英一
開催地行政　京都府府民生活部長
 　　西川　定彦
⑵　厚生労働省ごあいさつ
厚生労働省社会・援護局地域福祉課
　消費生活協同組合業務室長 佐藤　　潤
⑶　日本生協連報告
日本生協連渉外広報本部渉外部長
 　　松本　圭司
⑷　特別報告
「新しい地域支援事業と生協への期待
～これからの地域に何が求められるか～」
 協同福祉会　理事長　　村城　　正
⑸　各報告への質疑応答と意見交換
⑹　報告と意見交換
① おおさか災害支援ネットワーク活動につ
いて
大阪市社会福祉協議会
大阪市ボランティア・市民活動センター
 　濵辺　隆之
② 奈良県内の生活支援サービス・活動ネッ
トワークづくりに向けて
奈良県生協連　専務理事 辻　　由子
③ 京都府食の安心・安全推進条例の成果と
今後
京都府食の安心・安全推進課副課長
 津田　義郎
④ 適格消費者団体の活動報告
消費者支援機構関西常任理事
 二之宮義人
京都消費者契約ネットワーク事務局長
 長野　浩三

⑺　各報告への質疑応答と意見交換

15　第 2回近畿地区生協府県連協議会参加報告

［日　　時］ 2015年10月 9 日㈮
 13時30分～17時
［場　　所］ 奈良ロイヤルホテル　ゴールデ

ンルーム
［出 席 者］ 瀧川・辻・新田・清水・伊藤（奈

良）、樫尾（福井）、西山・藤田
（滋賀）、上田・藤井（和歌山）、
高取・酒向（京都）、野間・三輪
（兵庫）、西島（KC'S）、増永（関
西地連）、浦田（近畿労働金庫）、
中村・小山（府連）以上19名
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［議　　題］

⑴ 　第27回近畿地区生協・行政合同会議のま
とめについて（京都）
⑵ 　第28回近畿地区生協・行政合同会議につ
いて（兵庫）
⑶ 　各府県生協連からの活動報告と意見交流
⑷ 　KC'Sからの活動報告と意見交流
⑸ 　近畿労働金庫からの活動報告と意見交流

会員及び友誼団体等

16　消費者支援機構関西（KC'S）報告

［日　　時］ 2015年 7 月21日㈫　
 18時～21時40分
［場　　所］ 日本生協連関西地連 4階・会議

室
［出　　席］ 理事14／15名、監事 1 ／ 2 名、

検討委員会・事務局 4名
［概　　要］

⑴ 　KC’s受付情報対応；情報内容を確認した
⑵ 　民間賃貸住宅契約；「要請書」は、一部体
裁と字句を修正し執行することを確認した。
⑶ 　貸衣装； 2社に対する「申入書兼消費者
契約法第41条 1 項に基づく事前請求書」は、
全体の体裁を整え、メール決裁を得ること
とした。相手方が応じない場合は、訴訟に
進む予定であることを確認した。
⑷ 　不当表示；「ご連絡（お問い合わせ活動終
了通知）」一部字句修正し、執行することを
確認した。
⑸ 　遠隔操作プロバイダ；「要請兼再お問い合
わせ」を一部字句修正し、執行することを
確認した。
⑹ 　家賃遅延損害金；「再お問い合わせ」を部
字句修正し、執行することを確認した。
⑺ 　検討委員の確認；重任について確認し、
表記内容について内規に照らして記述する
ことを確認した。
⑻ 　不招請勧誘規制について；不招請勧誘規
制を求める関西連絡会への参加を確認した。
「ストップ迷惑勧誘」運動の賛同団体として
登録することを確認した。
⑼ 　消費者契約法の改正について；「消費者契
約法の改正を実現する連絡会」への参加を
確認した。

［日　　時］ 2015年 8 月25日㈫
 18時～21時15分
［場　　所］ 日本生協連関西地連 4階・会議

室

［出　　席］ 理事13／15名、監事 0 ／ 2 名、
検討委員会・事務局 5名

［概　　要］

⑴ 　KC’s受付情報対応；検討委員会での論議
内容を確認した
⑵ 　専門学校；「ご連絡（お問い合わせ活動終
了通知）」は、一部体裁と字句を修正し、終
了通知を準備することを確認した。
⑶ 　コインパーキング；「お問い合わせ」は、
執行することを確認した。
⑷ 　貸衣装； 2社に対して「申入書兼消費者
契約法第41条 1 項に基づく事前請求書」を
執行したが、相手方からの連絡がないため
差止め訴訟を提訴することを確認した。ま
た提訴に伴い訴状及び原告訴訟代理人を確
認した。
⑸ 　10周年記念企画の提案；
● 10周年記念シンポジウムを
2015年12月 5 日㈯　14：00～17：00
 　東急REIホテル江坂
● 10周年記念レセプション
2015年12月 5 日㈯　17：30～19：30
 東急REIホテル江坂
　確定とし、シンポジウム、内容を議論し
継続審議とした。

［日　　時］ 2015年 9 月29日㈫
 18時～20時40分
［場　　所］ 日本生協連関西地連 4階・会議

室
［出　　席］ 理事14／15名、監事 1 ／ 2 名、

検討委員会・事務局 4名
［概　　要］

⑴ 　KC’s受付情報対応；検討委員会での論議
内容を確認した
⑵ 　金融商品；アンケート未回答会社に対す
る「ご連絡」及び「アンケートまとめ」公
表案は、一部字句追加をし、公表すること
を確認した。
⑶ 　欠陥住宅・リフォーム；2015年 5 月20日
に再々お問い合わせに対しての回答がない
ため、「再要請」を執行することを確認し
た。
⑷ 　健康食品；「お問い合わせ」案を一部文言
修正し執行することを確認した。
⑸ 　結婚相手紹介サービス；「申入れ」案を一
部文言をし執行することを確認した
⑹ 　10周年記念企画の提案；
●10周年記念シンポジウムを
2015年12月 5 日㈯　14：00～17：00 
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 東急REIホテル江坂
●10周年記念レセプション
2015年12月 5 日㈯17：30～19：30
 東急REIホテル江坂
　確定とし、シンポジウム、内容を議論し
継続審議とした。

⑺ 　消費者契約法・特定商取引法改正に関わ
る意見書提出分を確認した。

⑻　 KC’S・KCCN・消費者ネット関西の 3 つ
の消費者団体による「改正民法」に関する
講座について開催することを確認した。（開
催予定日程）
●第 1回
2015年11月25日㈬18：30～20：30 場所；
 大阪または京都
●第 2回
2016年 1 月19日㈫または25日㈪
 18：30～20：30
 場所；大阪または京都
●第 3回
2016年 3 月22日または23日または25日
 18：30～20：30
 場所；大阪または京都

17　なにわの消費者団体連絡会報告

○ 9月度幹事会

［日　　時］ 2015年 9 月10日㈭
 10時30分～12時
［場　　所］ 大阪府社会福祉会館 2階　203
［出　　席］ 6 団体
［議　　題］

⑴ 　事業者との意見交換会（継続議題） 
⑵ 　「なにわの風　30号発行」内容の件
⑶ 　その他

18　全大阪消費者団体連絡会報告

○常任理事会

［日　　時］ 2015年 8 月 7 日㈮　15時～17時
［場　　所］ 消団連　会議室
［出　　席］ 府連（小山）
［概　　要］

⑴　報告事項
1）消費者委員会
• 10／ 7 大阪府と府内市町村の消費者行
政調査結果の学習会開催

2）食問題委員会
• 大阪府食の安全安心推進協議会の専門
委員の改選について大阪コンシューマ
ーズネットワーク事務局に推薦依頼が

あり、引き続きなに消会と消団連から
推薦する。

3）消費税の増税に反対する活動
• 11月に2015年度の代表者会議を開催す
る。

4）環境問題委員会
• 四条畷市の分散型エネルギーインフラ
プロジェクトのヒヤリング調査を実施
する。

⑵　主な協議事項
1）特定商取引法・消費者契約法の改正運
動への対応について

［日　　時］ 2015年 9 月 3 日㈭
 10時～12時30分
［場　　所］ 消団連　会議室
［出　　席］ 府連（小山）
［概　　要］

⑴　報告事項
1）消費者委員会
• 特定商取引法、消費者契約法の改正に
関わる連続学習会の開催を検討。

2）消費税の増税に反対する活動
•  9 ／ 8 連続学習会の第 4回を開催。マ
イナンバー制度への関心から多くの参
加があった。

3）環境問題委員会
・ 電力の自由化をテーマに学習会の開催
を計画する。

4）加盟団体等
・ 全国消費者大会の2016年 3 月11日～12
日で開催。

⑵　主な協議事項
1）特定商取引法・消費者契約法の改正運
動への対応について

2）府知事選挙の候補者アンケートの内容
について

［日　　時］ 2015年10月 2 日㈮　15時～17時
［場　　所］ 消団連　会議室
［出　　席］ 府連（小山）
［概　　要］

⑴　報告事項
1）消費者委員会
・ 特定商取引法・消費者契約法の専門調
査会の中間取りまとめに関する意見募
集が 9月末締めで実施された。内閣府
消費者委員会が 9／14に大大阪で説明
会実施。消団連で緊急学習会を 9／15
に開催した。
・ 弁護士、司法書士、相談員など専門家
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と消費者団体を中心に「不招請勧誘規
制を求める関西連絡会」「消費者契約法
の改正を実現する連絡会」が設立され、
それぞれ意見の提出をめざして活動を
すすめている。

2）消費税の増税に反対する活動
・ 代表者会議の日程が12月 3 日㈭で決
定。神戸女学院大学の石川康宏教授の
講演を実施する。

3）環境問題委員会
⑵　主な協議事項
1）大阪府・府内市町村の消費者行政調査
のまとめについて

2）機関紙サイクル編集・拡大について
3）安全保障関連法への対応について
4）大阪府知事選挙の候補者アンケートの
設問事項について

19　おおさか災害支援ネットワーク会議参加報告

〇第 5回

［日　　時］ 2015年10月 8 日㈭　14時～18時
［場　　所］ おおさかパルコープ　 3階会議

室
［出　　席］ 大阪府、市町村社協、NPO団体

等　48団体76人
［内　　容］

⑴　開会挨拶　
⑵　趣旨説明・オリエンテーション
⑶　話題提供 1
石巻市社会福祉協議会
 　復興支援課課長補佐　阿部由紀さん
「石巻における被災地域支援～関係団体間
の協働・連携とネットワーク～」
◆トークセッション
「東日本大震災における協働の実際」
話題提供 2
ピースボート災害ボランティアセンター 
理事／プログラムオフィサー　上島安裕
さん　「今後の災害支援ネットワークに
向けて」

◆意見交換（グループ内）＆休憩
⑷　グループワーク
・ 自己紹介「うちの強みはコレ！」
・ 「明日からできる、平時のつながり・協働
実践を考える」

◆グループ発表
⑸　参加団体からの告知・情報提供
⑹　閉会挨拶

20　温暖化防止ネットワーク関西世話人会参加
報告

［日　　時］ 2015年 9 月 2 日㈬
 15時～16時30分
［場　　所］ 日本生協連関西地連会議室
［出　　席］ 5 団体　府連・小山
［議　　題］

⑴ 　各地の活動について
⑵ 　地球温暖化、エネルギー問題をめぐる状
況について
⑶ 　COP21に向けた活動について
①  Climate Action Now! アースパレード
2015
東京：11月28日㈯　14時～
 日比谷野外音楽堂
京都：11月29日㈰　13時～ 円山公園
②シンポジウム・学習会
10月 3 日㈯
「温暖化ストップ　国際交渉の基礎を
学ぶ」
11月 7 日㈯　「COP21で決めよう」
2016年 1 ～ 2 月　「COP21報告会」

⑷　ネットワーク財政について

行政等

21　大阪府食の安全安心推進協議会参加報告

［日　　時］ 2015年 9 月 9 日㈬　15時～16時
［場　　所］ プリムローズ大阪　 2階　鳳凰

（東）の間
［出　　席］ 19名（22名中）
［議　　題］

⑴　会長選出について
⑵ 　「大阪府食の安全安心推進計画」平成26
年度の実績報告について
⑶ 　食の安全安心推進協議会事業者あり方検
討部会による顕彰審査報告について
⑷ 　その他

［概　　要］

⑴ 　今年度改選時期にあたり、 4名が新任さ
れた。会長は引き続き中村桂子委員（JT生
命誌研究館館長）、会長代理は音田昌子委
員（ジャーナリスト）を選出した。
⑵ 　「大阪府食の安全安心推進計画」平成26
年度の実績報告がされた
⑶ 　第13回事業者あり方検討部会による検証
審査報告により、第 3回大阪府食の安全安
心顕彰制度大阪府知事賞は、株式会社関西
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インフライトケイタリング（事業者）と大
阪府地域消費者団体連絡会が受賞した旨報
告がされました。

　また 3 つの部会、情報発信評価検証部会、
事業者あり方検討部会、大阪府食の安全安心
認証制度認証機関審査部会が提案され、各委
員が選任された。
○情報発信評価検証部会　部会長
 音田昌子氏（ジャーナリスト）
○事業者あり方検討部会　部会長
 小田滋晃氏（京都大学大学院　教授）
○ 大阪版食の安全安心認証制度認証機関審
査部会
 小田滋晃氏（京都大学大学院　教授）

⑷　その他
• メールマガジンの情報提供について
• 大阪府におけるHACCP普及について
• 9 ／16シンポジウム開催について

　その他意見交換・質疑応答を行った。　

22　大阪府消費者保護審議会参加報告

［日　　時］ 2015年 9 月30日㈬　10時～12時
［場　　所］ 大阪府立労働センター　 7 階

709号室
［出　　席］ 16名（17名中）
［議　　題］

⑴ 　会長の選任について
⑵ 　会長代理の指名について
⑶ 　消費生活苦情審査委員会及び自主行動基
準検討部会について
⑷ 　大阪府の消費者施策について
• 平成26年度相談概要、大阪府消費者施策
の実施状況について
• 消費者教育の推進について
• 高齢者の見守り支援について

［概　　要］

⑴ 　引き続き、大阪大学大学院高等司法研究
科教授池田委員が会長に選任された。
⑵ 　会長代理も引き続き、大阪府立大学大学
院経済学研究科教授山本委員が指名され
た。
⑶ 　消費生活苦情審査委員会
（学識者）池田・千葉・原田・薬袋委員
（消費者）岡本・西委員
（事業者）児玉委員
自主行動基準検討部会に
（学識者）藤本・薬袋委員
（消費者）柿木委員
（事業者）金谷委員

⑷　大阪府の消費者施策について
• 平成26年度相談概要、大阪府消費者施策
の実施状況について
• 消費者教育の推進について
• 高齢者の見守り支援について　

　以上報告があり、意見交流をおこなった。

23　おおさかスマートエネルギー協議会家庭部
門会議参加報告

［日　　時］ 2015年10月 8 日㈭
 9 時30分～12時
［場　　所］ ドームシティガスビル会議室
［出席団体］

〈全体会議構成員・オブザーバー〉
関西電力、大阪ガス、大阪市、堺市、豊中
市、なにわの消費者団体連絡会、大阪府生
協連

〈消費者団体・環境NPO〉
全大阪消費者団体連絡会、全国消費生活相
談員協会、日本消費生活アドバイザー・コ
ンサルタント協会西日本支部、住宅長期保
証支援センター、ひらかた環境ネットワー
ク会議、摂津市人材サポート・ビューロー

〈その他関係団体〉
大阪府地球温暖化防止活動推進センター

〈ファシリテーター〉
ひのでやエコライフ研究所　代表取締役　
鈴木　靖文さん

〈事務局〉
大阪府環境農林水産部エネルギー政策課

［議　　題］

⑴ 　地球温暖化・エネルギーに関する出前講
座について
⑵ 　大阪府住宅用太陽光発電シミュレーショ
ンシステムについて
⑶　電力システム改革について
⑷　見学会　大阪ガスハグミュージアム
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 安全保障関連法に係る意見 
　大阪府生協連理事会は、安全保障関連法の参議院本会議での採決に対して、同法に反対し、

廃止を求める意見書を、10月15日付で安倍内閣総理大臣に送付しました。

 2015年（平成27年）10月15日

内閣総理大臣　安　倍　晋　三　殿

 大阪府生活協同組合連合会　理事会

安全保障関連法の採決に強く抗議する

　 9 月19日、政府は「平和安全法整備法案」「国際平和支援法案」を、参議院本会
議で可決しました。当連合会は安全保障関連法の成立に、強く抗議し、以下、意
見します。

　多くの憲法学者や法律の専門家が、「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」「違
憲である」「法的整合性を欠く」と指摘しています。このように憲法違反に関する
疑義に対し、国民への説明責任を果たさないまま採決を強行したことは、立憲主
義を否定するものです。憲法に反する法律は、その効力を有しないとすることか
らも、認められません。

　法の必要根拠が破綻しています。当初の必要事例として挙げられていた、ホル
ムズ海峡の機雷除去については、「現実問題として発生することを想定していない」。
法人民間人が乗船する米艦船の防護については、「法人民間人の乗船は必要条件で
はない」と答弁を覆すこととなりました。では今なぜこの法律が必要なのか、そ
の根本についての審議を不十分にしたまま採決を強行したことは、議会制民主主
義をないがしろにするものとして認められません。

　このような立憲主義、民主主義を否定しかねない政府の姿に、多くの国民は不
安を抱き、マスコミ等による世論調査では、過半数が法案に反対、 8 割が審議が
不十分となっています。連日のように国会周辺や全国各地で法案に反対する人々
が集いました。その背景には、さらに多くの国民の反対の声があることは容易に
想定できます。その国民の声には、最後まで真摯に向き合わず採決を強行したこ
とは、国民主権を無視するものとして認められません。

　当連合会は、日本政府には引き続き、恒久平和主義に基づく行動を貫き、平和
外交によって、国際社会の平和と安定に、大きな役割を果たすことを強く求め、
安全保障関連法を反対し、同法の廃止を求めます。
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理事・監事研修会「第 2回経営分析の基礎」を開催しました

　10月 7 日㈬、大阪府社会福祉会館にて、理事・監事研修会を 8月に続いて「第 2回」を開催

しました。22会員生協、連合会から84名が参加しました。

　今年度の「理事・監事研修会」は、主に新任の非常勤理事・監事を対象に企画しています。

8月の第 1回では「生協における役員の職務・責任」について学習しました。今回の第 2回は

「経営分析の基礎」と題し、決算関係書類の見方を理解し、経営分析の基礎について学び、理

事会等での経営報告や、監査等に活かせる知識を身につけることを目的に開催しました。

　日本生協連　法規会計支援室の横田和彦さんを講師にお招きし、午前中は講義で「決算関係

書類の見方・経営分析とは・収益性の分析・安全性の分析・生産性の分析」に関して学習しま

した。午後は、グループに分かれ、関東圏のＡ生協さんと、関西圏を中心に事業展開するスー

パーＢさんの2014年度貸借対照表、損益計算書を題材に、経営分析シートの作成と、特徴につ

いてのディスカッションを行いました。

午後はグループに分かれケーススタディ午前中は講義
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　10月19日㈪・20日㈫の二日間、大阪駅前のTKPガーデンシティ東梅田にて、医療生協対象「事

業継続セミナー・ワークショップ」を開催しました。同企画は、日本生協連が中小企業庁の事

業継続力強化支援事業を受託し実施するもので、大阪では医療生協を参加対象に開催し、 6会

員医療生協と和歌山県生協連と和歌山の医療生協から、合計41名が参加しました。

　コンサルタントの株式会社富士通総研様の運営により、一日目は、午前中のセミナーで、東

日本大震災による事業継続への影響、病院の被害、医療サービスにおいて起きた事から事業継

続マネジメント（BCM）・事業継続計画（BCP）の必要性と、策定だけに止まらず、模擬訓

練等による継続した計画の改善の重要性について学習し、午後は災害が起こったらどのような

状況になるのかについてシミュレーションをする大規模地震対応模擬訓練を行いました。

　二日目は、病院のBCP策定・運用の取組事例の紹介と、BCP策定ワークショップを通して、

「災害時の対応方針の検討」「ミッション・ステップの検討」「非常時機能（体制）の検討」「災

害時の対応の検討」を行いました。

　全国的にみて医療施設のBCP策定率は大変低い状況であると学びました。今回のセミナー・

ワークショップを機会に医療生協でBCP策定が具体的に進んで行くように今後も取り組みを

すすめます。

1 日目　模擬訓練での対応について報告1日目　大規模地震対応模擬訓練

2日目　事業継続系計画策定ワークショップ

医療生協対象「事業継続セミナー・ワークショップ」を開催しました
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　働きながら子育てをするという選択をせず、専業主婦として

家庭を支えている私にとって、小さな子どもをかかえ、共働き

で頑張っている女性を見ると「すごいな～。」「ようがんばって

んな～。」と尊敬のまなざしを注いでいます。

　私自身、共働き家庭で育ち、母が必死に働いている姿を見て

きました。父は昔気質の無口な頑固おやじで、母が口答えをしようものなら、手が飛び声を張

り上げ怒鳴る恐ろしい存在でした。離婚も頭をよぎったという母でしたが、若い頃はお互いに

衝突しながら乗り越えてきたようです。やってもらって当たり前、そんな父も子どもが独立し、

孫の存在や定年後の在宅で、意外にも拭き掃除など少しの家事ができるようになっていました。

まだ働いていた母がうまくしつけたようで、まるで猛獣使い？あの父が？と、私は驚いていま

した。母が旅行へ出かけても冷蔵庫内にあるものを適当に食べ、文句を言わない。ありがたい

と思っています。年齢を重ね角がとれ、できることは自分でする。お互いの存在に口を挟まず

思いやる、いい距離を保っている両親は、老後の素敵な夫婦のあり様だなぁとうなずきました。

　今の若い男性を見ていると『イクメン』という言葉が流行るように、育児・家事参画が多く

ないでしょうか。街中でも抱っこひもを上手く使い、赤ちゃんを抱く姿、自転車の前後に子ど

もを乗せて保育所の送迎をする男性を見ると、微笑ましいです。しかし、諸外国から見て日本

はまだまだ育児・家事参画が低いと言われます。育児は女性がするものという性別的役割分担

の考え方が、中高年を中心に根強く残っています。

　企業の人手不足で男性は長時間労働を強いられ、職場に迷惑をかけられないと、育児・家事

参画しにくい現状も見られます。社会は女性の労働力も同時に求めているので、男性の育児・

家事参画は女性の就業を支える大切な役割でもあります。国や企業は男性が育児・家事参画し

やすい職場環境作りをもっとすべきだと思います。女性には出産や育児でキャリアを中断して

欲しくないです。働くことを考えるときには「何に喜びを感じるか」を大事にして欲しいです。

仕事の種類や働き方も多様化している今、これまでの価値観にとらわれず、たくさんの情報収

集をしてみてください。だからといって社会の要請に無理をして応える必要はないです。忙し

過ぎると、心の余裕をなくし、今ある大切なものを見失う不安があります。そんな時は、一度

立ち止まってでも考えてみましょう。すったもんだしながらも夫婦一緒に話し合い、支え合う

ことでキラキラ輝く人生があると信じています。

大阪いずみ市民生活協同組合
理事　吉村ひろみ私が想う男女共同参画
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ス ケ ジ ュ ー ルス ケ ジ ュ ー ル

11月
16日 会報No320発行
18日 分野別会議（職域・共済生協）
20日 第 3 回大規模災害対策協議会
25日 生協大会・第 5回生協大会実行委員会
26日 第 3 回ジェンダーフォーラム協議会
29日 アースパレード2015（京都）
30日 分野別会議（医療生協）

12月
3 日 関西地連第 3回運営委員会・県連活動推進会議
5日 消費者支援機構関西10周年記念シンポジウム
9日 分野別会議（大学生協）
16日 分野別会議（地域生協）
17日 第 3 回理事会
21日 会報No321発行
25日 近畿労働金庫と近畿地区生協府県連との合同会議

1 月
12日 全国政策討論集会（～13日）
21日 第 4 回理事会
21日 新年講演会
28日 関西地連第 4回運営委員会・県連活動推進会議
29日 第 3 回組織活動委員会

2 月
18日 第 4 回大規模災害対策協議

3 月
3 日 ジェンダーフォーラム協議会・学習講演会
3日 第 4 回ジェンダーフォーラム協議会
15日 会報No322発行
16日 第 1 回生協大会実行委員会
17日 第 5 回理事会
25日 第 3 回近畿地区生協府県連協議会




